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AUTOCLEAR INTERIOR
オートクリヤー インテリア

1液型クリヤーシーラーで、オートベースプラス2コート/3コートシステムに下記のように使用します。

1.ボカシ用アンダークリヤー
2.再補修時のリフティング防止用シーラー

　全ての旧塗膜　
　シッケンズプライマーサフェーサー類　（ウォッシュプライマーCRを除く）

　オートクリヤー インテリア
　ニュー プラス リデューサー

　オートクリヤー インテリア 20℃/2年間

　760g/L　 （理論上での希釈済み塗料）

　塗着効率70％と仮定すると、希釈済み塗料 1リッターで10㎡/10μm。（理論値）

　備考：実際の使用量については、被塗物の形状や塗装方法又は、塗装環境
　　　　　により異なります。

　1コート/10～20μm　

　使用後はシンナーＸ又は、ニュープラスリデューサーで速やかに洗浄してください。
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膜厚

器具の洗浄

使用できる被塗物

主剤と副剤

貯蔵安定期間

塗布可能面積

VOC含有量
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オートクリヤー インテリア
　　　　使用方法

　1.ボカシ用アンダークリヤー

　100部（容量比）  オートクリヤー インテリア
　200部（容量比）　  ニュー  プラス リデューサー

　2.再補修時のリフティング防止用シーラー

　100部（容量比） 　オートクリヤー インテリア
　　メジャースティックを使用

スプレーガン及び 　スプレーガン ガン口径 スプレー圧力
スプレー圧力

　上カップ 1.2-1.5mm 2－4 bar（手元圧）
　下カップ 1.4-1.6mm 2－4 bar（手元圧）
　HVLP上カップ 1.2-1.6mm 最大0.7bar

　1.ボカシ用アンダークリヤー

　1回シングルコート

　10～15分のフラッシュオフタイム後、オートベースプラスをスプレーしてください。

　注：前処理として、シンナーM600で脱脂後にスコッチブライト7448グレー
　　　でスカッフィングしてください。
　　
　2.再補修時のリフティング防止用シーラー

 　オートベースプラス2コートシステムで再補修する場合は、標準乾燥時間の後
　さらに60℃/1時間程度強制乾燥してください。

　3回シングルコート

　各コート間のフラッシュオフタイム（指触乾燥）は、約20℃/10分です。

　注：20℃/15分のフラッシュオフタイム後、オートベースプラスを塗布してください。
　オートベースプラスは各コート間、充分にフラッシュオフタイムをとり、あまりウェット
　に塗布しないでください。
　20℃/15分後にシッケンズクリヤー類で塗り重ねてください。
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スプレー方法

混合比


